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平成26年度「革新的な三次元映像技術による超臨場感コミュニケーション技術の研究開発」 
（課題オ 超臨場感コミュニケーションシステム）の研究開発目標・成果と今後の研究計画 

◆実施機関     沖電気工業（株）（幹事者）、日本電気（株）、シャープ（株）、国立大学法人京都大学、国立大学法人東京農工大学、学校法人立正大学学園 
◆研究開発期間  平成21年度から平成27年度 （7年間） 
◆研究開発費     総額275百万円 （平成26年度 57百万円） 

「離れていても一緒に仕事をしている感覚のもてるテレワークシステム」の実現を目的に、複数のカメラ・マイク・センサを空間位置に基づいて扱う技術、利用者の
状況に応じてマルチメディア情報を加工・強調する技術、大画面ディスプレイで同じ作業オブジェクトを共有しながら会話する技術などを開発する。2016年までに
これら技術が搭載された超臨場感テレワークシステムを実現し、実際のテレワークをコンテンツにした実証実験によって有用性を評価する。 

研究開発成果 ： システムの統合，性能向上 

【システムの統合】 
・ パイパーインフォメーションターミナル 
   と各サブシステム/モジュールを接続。 

・ コミュニケーション端末にオフィス多忙 
  度共有機能を追加。 

【性能向上】 

・ 指定したエリアの音だけを収音する機能 
   に、エリア内で音が発生したときだけ収音 
   するスイッチ機能を追加。 

・ 2マイク・多スピーカを有する実用空間共 
   有システム用のエコーキャンセラを開発 。 

 

遠隔地と同じ場所にいるかのような 
感覚で共同作業できるサブシステム 

遠隔地の様子を伺いながらコミュニケーションできるサブシステム 

複数のカメラ・マイク・センサが 
設置されたセンタオフィス 

大画面ディスプレイを 
用いた共同作業空間 

複数の映像・音・センサ情報から
オフィス状況を推定するサーバ 

(26-4) 

研究開発成果 ： 超臨場感テレワーク実証実験環境の構築 

最終年度の実証実験に向け実験環境 
を構築。 

 けいはんなオープンラボにサテラ 
イトオフィスを設け、各課題で開発 
したシステムを統合して設置。 

 上記オフィスとOKI蕨センタオフィス、 
NICT小金井実験室他を接続して 
動作検証。 

 実証実験仕様を策定。 
＜統合実験システム＠けいはんなオフィス＞ 

端末を通じてセンタオフィス
の状況が感じられる 
サテライト/在宅オフィス 

＜オフィス多忙度推定と 
コミュニケーション端末を介した共有＞ 

＜実用空間共有S用エコーキャンセラ＞ 

エコー抑圧前 提案手法による抑圧 



３．研究開発の成果 （続き） 
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平成26年度「革新的な三次元映像技術による超臨場感コミュニケーション技術の研究開発」 
（課題オ 超臨場感コミュニケーションシステム）の研究開発目標・成果と今後の研究計画 

研究開発成果 ③大画面ディスプレイを用いた実用空間共有技術 

①位置に連動したﾒﾃﾞｨｱ制御技術、ﾌﾟﾛﾄｺﾙおよびｼｽﾃﾑ 研究開発成果   
位置に連動したメディア処理による
実遠隔オフィスのウォークスルーと、 
移動するテレワーカと遠隔オフィス
ワーカ間の『近付く→近付いた事に
気付く→気付いたことに気付く』とい
う相互作用により超臨場感を実現。 

H26年度は各者システムを統
合した実証実験システムの開
発、実験仕様の策定、予備実
験による検証が目標。 

• けいはんなオープンラボとOKI蕨オフィス、NICT小 
金井実験室を接続したテレワーク実験環境を構築。 

• JGN-Xを用いてけいはんな→NICT小金井の20視
点実写映像の実時間伝送＆超多視点D表示に成功。 

• 遠隔地の音の位置関係を保って再生するエリア音
再生技術を開発し、主観評価実験により効果確認。 

• テレワーク実証実験および多眼映像を用いた共同 
作業実験に関する実験仕様を策定。 

• スマホ連携機能などを搭載した新システムを開発し、
CEATEC Japan 2014に出展。同システムに関し 
テレビ東京・WBSの取材あり（1月に放映）。 ＜エリア音再生技術の実験＞ 

＜けいはんな→小金井の20視点映像伝送＆表示＞ 

研究開発成果   ②音と映像の能動的メディア処理技術 

① 最終年度実証システムの主要構成部となる 
モジュールの開発 

② 上記モジュールを統合した、 
最終年度実証システムの開発 

③ 外部接続インターフェースの開発 

「遠隔地の相手と同じ空間にいて 
共同作業を行っているかに感じら
れる実用共有空間の実現」 

今年度目標 

その他、実証実験に向けた評価実験実施計画を作成 

実証実験向けプロトタイプ開発 

① システムの製作 
各モジュールを統合した実証システムを開発． 
開発した実証システムを２地点に設置し、 
実証実験環境を構築。 
  

② 実証実験システムの開発 
SIPの仕様をもとに、２拠点間において 
非同期なシステムの立ち上げ時でも 
通信を確立させるモジュールを開発。 
 

③ 外部システム接続通信I/F開発 
ハイパーインフォメーションターミナルに対応した 
システムを起動するためのプラグインを開発。 

② 実証システム 

連
携 

筐体製作 

③ 連携プラグインのテストアプリ 

①  実装機能シーケンス図 

通信 

HIT 

実証実験システム 

非校正センサネットワーク 
  （カメラ/マイク） 

受信者がアクセスしたい時に、遠隔地のイベント・状況を漏れなく把握 

過去に発生したイベントを 
時間要約提示 

      オブジェクト分離サーバ 
・オブジェクト情報把握機能 
・状況提示機能 

• 異なる拠点の間で、互いの拠点のイベント・
状況を検出し、3種の提示モード（俯瞰・実
写・タイムシフト）によって確認できるシステム
の実装を完了。 

• ハイパーインフォーメーションターミナル上で、
3種の提示モードが動作することを確認。 

ユーザが自身の作業の合間に遠隔地の状況を
確認する際に、過去から現在までに生じたイベ
ント・状況を容易に把握可能な機能をもつシステ
ム実装を完了。また、来年度の統合実証実験に
向けて他システムとの統合を実施。 

拠点1(俯瞰) 拠点2(俯瞰) 

ﾊｲﾊﾟｰｲﾝﾌｫﾒｰ
ｼｮﾝﾀｰﾐﾅﾙとの
統合 

(ﾀｲﾑｼﾌﾄ) 

JGN-X 

統合実験システム＠けいはんなオフィス 
（前ページ写真） 

＜CEATEC展示システム＞ 

http://www.axiscom.co.jp/prod/210/
http://www.axiscom.co.jp/prod/210/
http://www.axiscom.co.jp/prod/210/
http://www.axiscom.co.jp/prod/210/
http://www.axiscom.co.jp/prod/210/
http://www.axiscom.co.jp/prod/210/
http://www.axiscom.co.jp/prod/210/
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研究開発成果 

３．研究開発の成果 （続き） 

④ﾀｲﾙﾄﾞﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲを用いたﾊｲﾊﾟｰｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾀｰﾐﾅﾙ 
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平成26年度「革新的な三次元映像技術による超臨場感コミュニケーション技術の研究開発」 
（課題オ 超臨場感コミュニケーションシステム）の研究開発目標・成果と今後の研究計画 

⑤計算機利用履歴や環境情報を利用した状況推定技術 

(1) 作業状況推定 
サブモジュール 

(3) 遠隔共有 

(2) オフィス状況推定 
サブモジュール 

作業者やオフィスの状況を推定し遠隔共有することで、互いに邪魔をしない 
円滑なコミュニケーションを実現 

研究開発成果   ⑥超臨場感ﾃﾚﾜｰｸｼｽﾃﾑ評価手法と使用時ﾒﾝﾀﾙﾓﾃﾞﾙ 

(1) 会話の有無や終了、継続時間などを反映すること
で、作業者の割り込み拒否度の推定精度を改善  

(2) 実証実験にむけて、広角カメラとマイクを用いた
オフィス多忙度推定サブモジュールに自動運転機
能を実装し、動作を検証 

(3) NICT実験室（けいはんな）、大学および企業にお
いて、オフィス多忙度遠隔共有システムの試験運
用を開始 

多忙度推定PC 

カメラ マイク 

WEB 
サーバ 

撮影範囲 

実験室 

感性心理学的評価手法の確立 

ストレス関連項目カテゴ
ライズとブラッシュアップ 
ねらい ストレス問題も
評価するため、広義テレ
ワーカ自由記述データに
おいてもカテゴリーを確
認・精査する。 

メンタル
モデル・
アプロー
チによる
検討 

     評価グリッド法による面談 
 
 
 
 
 
 
 

●メンタルモデルとして、モノの
評価と心の評価との関係性を、
先行研究も含め、再確認。 

●複数アプローチの活用によ
り、分析モデル化に繋がるグ
ルーピングの可能性を提示。 

●ブラッシュアップ調査 
  サンプル 

ディスプレイ
が大きい

GPUが高性能

資金が必要

給料のよい仕事
が必要

複数の計算機を用意する

資料が同じ向き
で見られる

多人数でも同時
に見られる

複数人で同時に
操作ができる

資料移動の手間
がない

面倒でない

情報の共有
が簡単

時間を節
約できる

それぞれが入力
デバイスを持つ

ストレスを
感じない

意見統一する
のが速くなる

それぞれの人が
自由に操作できる

マウスやキーボードの
取り合いにならない

自分の番を待
たなくてよい

ねらい① 
メンタルモデルと、
さらにその先の研
究展開のための、
分析モデル構築
策・展開策の立案。 

ねらい② 
システムブラッシュアップ
のための、注目項目素
案と心の評価との関係
性をメンタルモデル的視
点から記述可能とする。 

そ ま や ち
う あ や が
だ そ ち う

う が
だ う

1 2 3 4

ＩＣＴ機器などのせいで、仕事がスムースに進まない。 ○ ○ ○ ○
コミュニケーションがうまくいかない。 ○ ○ ○ ○
自分のスキル不足のせいで、仕事がスムースに進まない○ ○ ○ ○
いつも仕事から離れられない。 ○ ○ ○ ○
孤独を感じる。 ○ ○ ○ ○
仕事が多くてこなしきれない。 ○ ○ ○ ○
眼が疲れる ○ ○ ○ ○

（２) ハイパーインフォメー
ションターミナル向けアプ
リケーションの開発 

（１）状況推定技術の成果である割り込み拒否度モ
ジュールを統合した。また既存のWebアプリを利活
用できる機能を改良しチャットやWebRTCによる対
面コミュニケーションを実現 
 
（２）WebRTCの対話を開始するために、視聴覚情
報に呼び出し機能、及び神戸市のLODを用いた観
光情報可視化アプリを開発 
 
（３）ユーザインタフェースの改良により試行回数に
従ってタスク達成時間が顕著に減少 

（３) 初心者にとっ
ても操作体系が
容易に把握でき
るように改良 

（１) プラグイン機能の改良を
行い、各モジュール機能の統合 



2014年6月3日  URCFシンポジウム エリア収音技術（OKI）、擬音語/擬態語を用いたオフィス状況伝達システム（NEC）、オフィ 
    スの割り込み拒否度推定システム（農工大）を展示。 
2014年10月7日～11日 CEATEC JAPAN 2014 注目エリアアクセスサブシステム、インフォメーションボード（OKI）、超臨場感テレワーク技 
    術プロモーションビデオ（OKI・NEC・Sharp・京大・農工大）を出展｡ 

４．これまで得られた成果（特許出願や論文発表等）  

５．研究成果発表会等の開催について 

 （１）超臨場感コミュニケーション産学官フォーラム（URCF）と連携した活動  

 （２）社外展示 

超臨場感コミュニケーション産学官フォーラム（URCF）・超臨場感テレワークWGとジョイントして活動。参加者共同によるデモ展示((2)社外展示記載）、
超臨場感テレワーク関連保有技術のプロモーションビデオ作成、エリア音再生システムの主観評価実験などを実施した。また、2014年11月に日本バー
チャルリアリティ学会テレイマージョン技術研究委員会の第24回テレイマージョン技術研究会を共催し、本委託研究に関する発表を2件行った。 
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６．今後の研究開発計画 

 平成27年度は、これまで開発してきたシステムを用いて実際のテレワークをコンテンツとする実証実験を行い、システムの有用性を検証する。 
また、実験で得られた知見をフィードバックしてシステムを改良すると共に実用化に向けた開発に着手する。 
さらに、上記システムや実験の公開、研究発表などにより、これまでの研究成果をアピールする。 

国内出願 外国出願 研究論文 その他研究発表 プレスリリース 展示会 標準化提案 

革新的な三次元映像技術による
超臨場感コミュニケーション技術
の研究開発 

41 
（10） 

5 
（0） 

10 
（5） 

102 
（18） 

12 
（3） 

21 
（5） 

0 
（0） 

※成果数は累計件数と（ ）内の当該年度件数です。 

• 日経産業新聞（2014.12.19）に、注目エリアアクセスサブシステム／インフォメーションボード（OKI）が「近未来の「次世代コミュニケーションポータル」」
と題して記事掲載。 

• テレビ東京・ワールドビジネスサテライト（2015.1.6）にて、上記システムが「在宅なのに職場気分」と題して取材・放映。 

 （３）その他 

※ プレスリリースには取材によるメディア発表も含む。 
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